
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指
標を達成した教師９０％以上

・「山代メソッドシート」を活用した継続的な授業改善
･ＩＣＴを活用した授業づくりと教材研究及びタブレットＰＣを
活用した学習活動の設定

Ａ

・教職員が「山代メソッド」に沿った授業改善に取り組んだ結果、県学習状況調査にお
いて一定の成果がみられた。また、教師が設定したマイプランにも継続的に取り組め
た。今後は、知識・技能の定着に向けて工夫・改善を進めていく。
・アンケートより、90％の教職員がICT機器を活用した授業実践を行った。また、生徒の
90％以上がICT機器を使った授業はわかりやすいと回答した。TeamsやFormsを活用す
ることで、授業の効率化を図ることができた。また、デジタル教科書等を使用することで
生徒の理解も深まった。

Ａ

・よく工夫して基礎を指導している。
・学力向上のための全職員による共通理解・共通実践は一定の評価に値する。
・これからもっとタブレット、PC授業が多くなって教職員も大変ですが、がんばってもらいた
い。
・山代メソッドやICTを活用することで結果が出ていることはとても良いことだと思う。

◎家庭学習の習慣化を図る取り組みと
啓発

○「自分で計画を立てて勉強をしている。」の質問に肯定
的な回答をする生徒が70％以上

・「家庭学習シート」を活用した家庭学習習慣の定着
と学力の向上を図る。

Ｂ

・PDCシートを活用した家庭学習の目標達成率は68％であり、家庭学習の取り組みに
個人差があり、学力の定着に影響を及ぼしている。各学年の実態に合わせた家庭学
習課題の設定や、SAの時間の取り扱いについて見直し改善を図った。今後も家庭と連
携を図りながら、家庭学習習慣の定着に向けて、工夫・改善を図っていく。

Ｂ

・学習塾がない分、学習時間が少ない。
・家庭学習は望ましい生活習慣の形成と大きく関係があるので、時間を決めて習慣にして
ほしい。

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○生徒アンケートおいて、「道徳の学習で自分のことに置き換え
て考えることができた」と答えた生徒が80%以上。また、「道徳で
学んだことは生活の中で生かせている」と答えた生徒が70%以
上。

・学年職員でローテーションを組んで授業実践を行い、相
互に参観する。
・学校行事や部活動等学校教育全般において指導や声か
けを行う。
・「伊万里っ子しぐさ」を活用する。

Ｂ

・生徒アンケートにおいて、「道徳の学習で自分のことに置き換えて考えることができ
た」「道徳で学んだことは生活の中で生かせている」と答えた生徒が80%を越えている。
今後も道徳的実践力の育成を目指した道徳授業の実践に努めていく。 Ｂ

・素直でよく挨拶ができている。
・自己肯定感の獲得（自己の発揮と他者受容）の取組を拡充してもらいたい。自己肯定感
の獲得は他者理解へとつながる。
・道徳で他者を思いやるとかいじめ防止に大きく働くと思います。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ防止等のための取
り組み、事案対処等）について組織的対応ができていると
回答をした教員１００％

・生徒に対する密着指導を徹底し、またアンケートや
教育相談の充実によって「いじめ」に対する取り組み
に全職員で取り組む。

Ｂ

・「学校はいじめ防止に向けて取り組んでいる」と答えた保護者は22％であり、「わから
ない」と答えた保護者が50％だった。一方、職員は「いじめ防止について組織的に対応
できている」また「アンケートや教育相談の充実により、取り組みや密着指導ができた」
と回答した割合が高く、「いじめ防止」に対する認識に開きがある。いじめ防止の取り組
みを見直すとともに取り組みや啓発活動を発信し、保護者と情報共有に努め、生徒・保
護者の安心に繋げていく必要がある。

Ｃ

・子ども同士の中の様子が見えにくい。
・生徒間のトラブル・いじめ等においての共通理解・共通実践の連携を深めてもらいたい。
・学校・家庭・地域との連絡をとり、早期発見につなげたい。
・保護者と職員との「いじめ防止」に対する認識に開きがあるということが気になった。

◎いのちの教育の推進 ○生徒アンケートで「学校は、安全で楽しいと思う。や命や
生き方を考える機会がある。」という項目で肯定的な回答
をした生徒９０％以上

・栗原史好先生「命の文庫」の本を充実させ、生徒に
紹介する。
・「命と生き方を考える週間」への取り組みの充実を
図る。 Ａ

・「命と生き方を考える週間」及び「命と生き方を考える集会」を通して、生徒は命の重
みについて考え、相手を大切にする意識が養われている。
・「心をはぐくむ集会」では、職員の講話を通して、今後の自分の生き方について真剣
に考える機会となり、自分を大切にする心の育成につながっている。 Ａ

・伝統的にいろいろな実践がなされている。
・今後、より強化・拡充に努めてほしい。
・学校が楽しいことが一番だということです。
・栗原史好先生「命の文庫」を多くの生徒たちが利用し、自分の命の大切さを理解してほし
い。

●「望ましい生活習慣の形成」 ○早寝（23時まで就寝）の達成率が70％以上
○スマートフォンやタブレット端末の１日の利用時間２時間
未満が70％以上

・学級便り、保健便り等で毎月の集計結果を掲載し、
家庭への協力を呼びかける。
・生徒会保体部で早寝クラスマッチを実施する。

Ｂ

・早寝の達成率が63％、スマートフォン等の利用時間2時間未満58％であり、共に目標
達成はできていなかった。日頃の声かけや生徒会活動、保健だよりを活用して、生徒
の意識を高める必要がある。
・スマートフォン等の利用について、ルールを決めていないという保護者が44％であっ
たので、引き続き情報提供を行い、家庭と協力する必要がある。

Ｂ

・ちょっとひ弱に感じる子が目立つ。
・多くの家庭でスマートフォンの利用ルールを作ってもらいたい。
・スマートフォンの利用については、ぜひ、親も子供もルールを決めるべきだと思う。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える生徒７0％以上 ・ＧＣカードの朝食の部分の達成率が全校生徒の
パーセント70以上を占める。

Ｂ

・生徒アンケートにおいて、「健康に食事は大切である」と回答した生徒が全体の88%で
あった。給食の好き嫌いや量を多く摂れない生徒が数名見受けられ、食事に時間がか
かる生徒もいた。今後も継続的に食や健康に関する意識を高める指導が必要がある。 Ｂ

・下校時の買い食いを見なくなった。
・食事に時間がかかるのは、朝食がきちんと摂れてないのではないでしょうか。
・食は本当に大切なことです。特に成長期の中学生は、家庭での食事もバランスを考えてと
るように心がけてほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減。

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守する。業務記録による時間外在校等時間８０H以上を
０にする。

・部活動休養日、定時退勤日を確実に設定する。
・生徒完全下校後１時間をめどに退勤するよう呼びかけ
る。
・ICTの効果的活用とOJTおよび組織的対応の推進を図
る。

Ａ

・部活動の運用指針に基づいた運営ができており、休養日も確実に実施できた。
・定時退勤、部活動終了後１時間以内の退勤については、できている・だいたいできて
いる・あまりできていないが1/3ずつだった。
・冬場でもあり、超過勤務時間が減少した。
・業務分担の改善が進んだ。

Ａ

・以前のように夜遅くまで電気がついていない。
・できるだけ残業を減らし、部活動も外部講師の活用を考えてはいかがですか。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の推進

○職員の専門性の向上と生徒理解
○具体的な手立てと体制づくり

・特別支援教育に関する専門性が向上した教職員の割合
を80％以上にする。
・生徒理解に基づく合理的配慮ができた教職員100％を目
指す。

・職員研修会、支援会議などを適宜実施し、共通理
解を図る。
・特別支援学級担任の部会を定期的に開催する。 Ｂ

・数値目標には届かなかったが、定期的な情報交換や体制づくりは実施することがで
きた。研修の内容を工夫し、より効果的、実践的な取り組みにつなげる必要がある。

Ｂ
・少人数ながら工夫した取り組みができている。
・質の向上、量の拡充に努めていただきたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 伊万里市立　山代中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

５　総合評価・

　　次年度への展望

どの項目においても担当を中心に、全職員が共通理解をして取組んだが、成果については不十分なものがあり、保護者や地域への周知の不十分さが課題に残った。来年度は今年度の取組を継続し、発展させながら次の項目について特に重点を置いて取り組むようにする。
・心の教育・・・生徒理解、カウンセリングマインドについて研修を行う。生徒の自己肯定感を高める取組及び、人間関係形成力、コミュニケーション能力の育成に努める。心の在り様についての自己理解と他者理解を促進できるような実践及び道徳教育の充実を図る。
・学力向上・・・基礎基本の定着、ICTの活用等による情報活用能力の育成、及びグループ活動の設定等による考える力の育成やアウトプットする学習経験を通して、表現力の育成につながる授業づくりに努める。家庭との連携に努め、家庭学習の定着を図る。
・特別支援教育の推進・・・生徒の特性の理解に努め、職員間で情報共有を行い、実態に応じた支援を行う。保護者や関係機関との連携をとり、進路についての情報提供を密に行う。配慮を要する生徒について、専門機関との連携を図り、より良い支援のあり方を探る。

●健康・体つくり

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

○確かな学力　　　     ・校内研究の充実（授業改善、タブレットPCの効果的な活用）　　・家庭学習の充実（SAの取り組み）　　　・キャリア教育
○豊かな心　　　　    ・道徳科授業の充実　　　・人権・同和教育の充実　　　・年間を通した取り組み（「心をはぐくむ集会」「命と生き方を考える週間」等）
                                  ・体験活動の充実
○健やかな体　　    　・生活リズムの確立　　・食育の推進　　　・感染症予防対策の徹底　　　・部活動の充実
○生徒指導の充実　　・開発的生徒指導（自己肯定感や自己有用感の育成）　　　・いじめのない学校・学級づくり　　　・教育相談体制の充実
                                   ・校則の見直し　　　　・生徒会活動の充実

○地域との連携　　 　・情報発信　　　・地域人材の積極的活用　　　・コミュニティスクールの推進
○家庭の教育力　　　・食生活、生活リズムの確立　　　・情報モラルの推進　　　・「山代っ子の約束」の徹底
○小中連携　　　　  　・中１ギャップの解消　　　・立腰教育の推進　　　　・授業交流会
○働き方改革　　  　　・定時退勤日の徹底　　　・効率の良い働き方の推進

・学力向上・・・話し合う活動、ICTの活用を授業に取り入れ、生徒の主体的・対話的な学びにつながる授業づくりの実践に取り組むことができた。授業と家庭学習をつなげるSAの取り組みの効果が表れてきた。継続して授業改善および、家庭学習の定着と充実の推進を図る。
・心の教育・・・生徒指導、いじめ防止対策、特別支援教育の充実のために情報共有、共通実践を行い一定の成果を得ることができた。今後は、道徳の授業づくりおよび充実の推進を図っていく。
・健康・体つくり・・・生徒の意識向上及び実践力につながる効果的な手立てが必要であるため、今後は、生徒会活動等を通して取り組んでいく。
・働き方改革・・・定時退勤日、適正な部活動運営（休養日の設定）が定着してきた。在勤時間の縮減のためにさらなる意識改革と業務改善に継続して取り組む。
・特別支援教育の推進・・・研修会を通して特別支援教育の在り方について職員の理解を深めることができた。具体的な手立ての在り方や支援体制について確認し、全職員で取り組む。

心豊かでたくましく、志をもつ生徒の育成

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価


